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＜議 案＞ 

・石狩市奨学金支給条例施行規則の一部改正について・・・・・・・・Ｐ１～Ｐ５ 

・石狩市奨学生選考基準の一部改正について・・・・・・・・・・・・Ｐ６～Ｐ７ 

 

＜報告事項＞ 

 ・令和５年度学力・学習状況調査の実施について・・・・・・・・・・ 別 冊 

 ・令和４年度石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」の実施結果について 

・・・・Ｐ８、別紙 

  

＜そ の 他＞ 

 ・令和５年石狩市「はたちのつどい」実績報告・・・・・・・・・・・ 別 冊 
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石狩市奨学金支給条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和５年１月24日 

 

石狩市教育委員会教育長 佐々木 隆 哉 

 

石狩市教育委員会規則第 号 

石狩市奨学金支給条例施行規則の一部を改正する規則 

石狩市奨学金支給条例施行規則（昭和49年教育委員会規則第２号）の一部を次のように改正する。 

改  正  前 改  正  後 

（市民の範囲） 

第２条 条例第２条の規則で定める者は、本人又は保護者が本市内に住所を有する

者とする。 

 

 

 

 

（奨学生の願書） 

第３条 条例第３条の規定による願書は、奨学生願書（別記第１号様式。以下「願

書」という。）によるものとし、これには次の各号に掲げる書類を添付しなけれ

ばならない。ただし、教育委員会が特に認める場合は、当該書類の一部について

添付を省略することができる。 

(1)～(5) 略 

 

 

２ 第１項第１号の校長とは、奨学生になることを志願する者が前年に在学した学

校（前年に在学していない場合にあってはこれに準ずるものとして教育委員会が

認める学校）の校長をいう。 

（奨学生の条件） 

第２条 条例第２条各号列記以外の部分の規則で定める者は、本人又は保護者が本

市内に住所を有する者とする。 

２ 条例第２条第３号イの規則で定める者は、願書を提出する日の属する年度の前

年度において、不登校、傷病その他の理由による欠席又は出席停止（これらに準

ずるものとして別に定めるものを含む。）に係る通算期間が概ね30日以上認めら

れる者であって、過去に当該規定の適用を受けたことがないものとする。 

（奨学生の願書） 

第３条 略 

 

 

 

(1)～(5) 略 

(6) 条例第２条第３号イの規定の適用を受ける場合にあっては、当該規定に係る

条件に該当することを証する作文その他の書類 

２ 前項第１号の校長とは、奨学生になることを志願する者が前年度に在学した学

校（前年度に在学していない場合にあってはこれに準ずるものとして教育委員会

が認める学校）の校長をいう。 

議案第１号 
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３ 略 

（選考基準） 

第６条 前条第２項の選考基準には、次に掲げる事項を明らかにしなければならな

い。 

(1) 学業及び性行に関する判定基準 

 

(2) 略 

(3) 略 

（学業成績表の提出） 

第18条  

 

２略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 略 

（選考基準） 

第６条 略 

 

(1) 学業成績並びに向学心、修学意欲及び学校復帰への意志に関する判定基準 

(2) 性行に関する判定基準 

(3) （改正前第２号と同じ。） 

(4) （改正前第３号と同じ。） 

（学業成績表の提出） 

第18条 条例第８条第１項の規則で定める者は、その支給に係る奨学金の額が０円

である者とする。 

２ （改正前本文と同じ。） 
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別記第１号様式（第３条関係） 

 

 

 

              奨   学   生   願   書 
 

本 
 
 

 
 
 

 

人 

（ふりがな）  
学校名  

氏  名  学 年 年  

住  所  

生年月日    年  月  日生（  ）歳 電話   － 

住居状況  自宅  下宿  間借  寮等  その他（      ） 

保 
 
 

護 
 

 

者 

（ふりがな）  勤務先  

氏  名  電 話   － 

住  所  続柄  

生年月日    年  月  日生（  ）歳 電話   － 

志願理由（経済状況等） 

 
 石狩市奨学金条例による奨学生に志願します。 
 
      年  月  日 

 
本 人 氏 名        印  

 
保 護 者 氏 名        印  

 
連帯保証人住所           

 
連帯保証人氏名        印  

 
 （あて先）石狩市教育委員会 

 
   ※連帯保証人は、奨学金の支給決定があった場合において、奨学金に関して生ずる 
 
    本人に係る一切の債務について、本人と連帯して責任を負うものとする。 
 
  

別記第１号様式（第３条関係） 

 

 

 

              奨   学   生   願   書 
 

本 
 
 

 
 
 

 

人 

（ふりがな）  
学校名 （公立・私立） 

氏  名  学 年 年  

住  所  

生年月日    年  月  日生（  ）歳 電話   － 

住居状況  自宅  下宿  間借  寮等  その他（      ） 

保 
 

 

護 
 

 

者 

（ふりがな）  勤務先  

氏  名  電 話   － 

住  所  続柄  

生年月日    年  月  日生（  ）歳 電話   － 

志願理由（経済状況等） 

 

 

※ 前年度において、不登校、傷病その他の理由による概ね30日以上の欠席、出席停止その他これらに準
ずるものがある場合は、「向学心、修学意欲及び学校復帰への意志」について記載した作文（400字程度・
本人直筆）を提出してください。また、必要に応じて面接等を実施する場合があります。 

 
 石狩市奨学金支給条例による奨学生に志願します。 
 
      年  月  日 

 
本 人 氏 名        印  

 
保 護 者 氏 名        印  

 
連帯保証人住所           

 
連帯保証人氏名        印  

 
 （あて先）石狩市教育委員会 

 
   ※連帯保証人は、奨学金の支給決定があった場合において、奨学金に関して生ずる 
 
    本人に係る一切の債務について、本人と連帯して責任を負うものとする。 
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別記第２号様式（第３条関係） 

 
 
 
              奨  学  生  推  薦  書 
  

生
徒 

(

学
生)

 

氏
名 

(ふりがな)  
学 校 名 

 

氏   名 
 

学   年 年  

住   所 
 

生 年 月 日        年  月  日生（  ）歳 電話   － 

 
学業についての 
 
所     見 

 

 
人物についての 
 
所     見 
 
（Ａ・Ｂ・Ｃで 
 
の３段階評価） 

基本的な 

生活習慣 

 
自 主 自 律  

 
責任感 

 

創意工夫 
 思 い や り 

協 力 性 

 
勤 勉 

 

公 共 心 

公 徳 心 

 
情緒の安定 

 
指導性 

 

 
家 庭 状 況 に 
 
ついての所見  

 

その他の所見  

 

 
    上記のとおり推薦します。 

          年  月  日 

 
学校名            

校長氏名           

 
     （あて先）石狩市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

  

別記第２号様式（第３条関係） 

 
 
              奨  学  生  推  薦  書 
  

生
徒 

(

学
生)

 

氏
名 

(ふりがな)  
学 校 名 （公立・私立） 

氏   名 
 

学   年 年  

住   所 
 

生 年 月 日        年  月  日生（  ）歳 電話   － 

 
学業についての 
 
所     見 

 

 
人物についての 
 
所     見 
 
（Ａ・Ｂ・Ｃで 
 
の３段階評価） 

基本的な 

生活習慣 

 
自 主 自 律  

 
責任感 

 

創意工夫 
 思 い や り 

協 力 性 

 
勤 勉 

 

公 共 心 

公 徳 心 

 
情緒の安定 

 
指導性 

 

 
家 庭 状 況 に 
 
ついての所見  

 

その他の所見  

 

 

 

 

 

 
〇前年度において、不登校、傷病その他の理由による概ね30日以上の欠席、出席停

止その他これらに準ずるものがある場合は、以下に記載願います。 

① 欠席又は出席停止の状況 

出席停止日数 
出席しなければ

ならない日数 

 

欠席日数 出席日数 

日 日 日 日 

②  

  内容：          

  日数：        日 

 
    上記のとおり推薦します。 

          年  月  日 

 
学校名            

校長氏名           

 
     （あて先）石狩市教育委員会 
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備考 改正部分は、下線の部分（様式の下に下線がある場合は、当該様式全部）である。 

附 則 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 



 

 

石狩市教育委員会基準第 号 

石狩市奨学生選考基準の一部を改正する基準を次のように定める。 

令和５年１月24日 

 

石狩市教育委員会教育長 佐々木 隆 哉 

 

石狩市奨学生選考基準の一部を改正する基準 

石狩市奨学生選考基準（昭和49年12月26日制定）の一部を次のように改正する。 

改  正  前 改  正  後 

１ 奨学生選考の根本方針 

優秀な学生又は生徒で、経済的理由のために修学が困難な者について、学業

（技術を含む。以下同じ。）、性行及び家計を十分に検討し、これに総合判定を加

えて奨学生を選考する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学業に関する選考基準 

(1) 略 

(2) 上記について注意すべき点は、次のとおりである。 

ア 過去３年間の学業成績中特に最近２年間の分に重きをおくこと。 

 

イ 略 

１ 略 

優秀な学生及び生徒で、経済的理由のために修学が困難なものについて、学業

成績、性行及び家計を十分に検討し、これに総合判定を加えて奨学生を選考す

る。不登校、傷病その他の理由（以下「不登校等」という。）により長期にわた

る欠席又は出席停止が認められる学生及び生徒で、経済的な理由を抱えつつも、

向学心に燃え、修学意欲に満ち、学校復帰への強い意志を有するものも同様とす

る。この場合においては、学業成績に代え、向学心、修学意欲及び学校復帰への

意志に係る検討によるものとする。 

２ 奨学生の条件 

石狩市奨学金支給条例施行規則（昭和49年教育委員会規則第２号）第２条第２

項の欠席又は出席停止に準ずるものは、学校以外の場において行う学習活動の実

施とする。 

３ 学業成績に関する選考基準 

(1) 略 

(2) 略 

ア 過去３年間の学業成績中特に最近２年間（当該２年間内にあっては、直近

の１年間）の分に重きをおくこと。 

イ 略 

議案第２号 
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３ 略 

４ 略 

５ 奨学金の廃止、休止及び減額の基準 

(1) 奨学金の廃止 石狩市奨学金支給条例（昭和49年条例第１号。以下「条例」

という。）第７条第１号、第２号、第４号及び第６号の一に該当した場合 

(2)～(3) 略 

ウ ア及びイの規定にかかわらず、石狩市奨学金支給条例（昭和49年条例第１

号。以下「条例」という。）第２条第３号イの規定の適用を受けた場合にお

いては、当該適用年度後の出願に係る選考に当たっては、当該適用年度以後

の期間に係る学業成績のみを選考に用いることができる。 

４ 向学心、修学意欲及び学校復帰への意志に関する選考基準 

(1) 標準 

直近の不登校等に係る状況の解消を図り、向学心に燃え、修学意欲に満ち、

学校復帰への強い意志を有する者であることが明らかであること。 

(2) 上記について注意すべき点は、次のとおりである。 

ア 作文等の提出自体によりその積極的意思を相当程度推認することが可能で

あること。 

イ 必要に応じて面接等を実施することができること。 

５ （改正前第３項と同じ。） 

６ （改正前第４項と同じ。） 

７ 略 

(1) 奨学金の廃止 条例第７条第１号、第２号、第４号及び第６号の一に該当し

た場合 

(2)～(3) 略 

備考 改正部分は、下線の部分である。 

附 則 

 この基準は、令和５年４月１日から施行する。 
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令和４年度 石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」報告 

１ 期日 

  令和４年 12 月 26 日（月）～12 月 27 日（火） 計 2 日間 3 講座 

２ 会場 

  石狩市役所 401・402 会議室 

３ 受講人数 

  ＊新型コロナウィルス感染症の流行により、３年ぶりの開催であった。 

全講座とも各校 2 名以上の参加者とした。 

  教職員数 102 人 受講者実数 93 人 

  受講率 91.2％ 

欠席数 9 人（病休、別研修参加） 

４ 各講座別受講数（受講数は、当日受講した人数を示しています） 

講 座 名 参加申込数 受講数 参加率 

①国語科における「読むこと」領域の課題解決 34 29 85.3％ 

②ＩＣＴ活用 33 31 93.9％ 

③主体的な学びに向かうために 35 33 94.3％ 

   合 計 102 93 91.2％ 

５ 講座の内容・日程について 

 

 

 

 

 

  

６ 今年度のウィンターセミナーについて 

 (1)講座内容 

 今年度は石狩市学校教育基本方針の重点項目となっている「国語科における『読むこと』領

域の課題解決」、今学校で求められている「ＩＣＴ活用」、メタ認知の重要性について「主体的

な学びに向かうために」の 3 講座を実施した。 

 ＊各講座の様子は別紙①参照 

(2)受講者の感想・意見 

  ＊別紙②参照 

７ 次年度に向けての改善点 

 ①開催日について、年度初めの時期に周知する。 

②大学教授などを招聘し、多くの教員に聞いてもらう講座を設定する。 

 ③新型コロナウィルス感染症拡大防止の徹底、冬のため天候状況による準備・企画・運営面で

十分配慮していく。 

④オンライン研修等の実施も見据え、映像・音声の調整等、事前準備を十分に整える。  

回 収 率 93.5％(87 人回収) 

〇講座の内容 

とてもよい・よい 

95.4%（83 人） 

〇日程について 

とてもよい・よい 

81.6%（71 人） 

I9804001
テキスト ボックス
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＜報告事項①＞令和５年度学力・学習状況調査の実施について































＜報告事項②＞ 令和４年度石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」の実施結果について 

                               別紙① 

 

令和４年度 石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」の様子 

 

①国語科における「読むこと」領域の課題解決 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

②ＩＣＴ活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③主体的な学びに向かうために 

関口主査の説明 グループ協議 協議内容の発表 

樽川中 清水主幹教諭の実践発表 グループ交流の発表 加藤指導主事の助言 

道教育大札幌校 吉野准教授の講演  演習を交えた講演内容 花南中 稲澤主幹教諭の質問 



                               別紙② 

 

■受講者の感想・意見  講座名：国語科における「読むこと」領域の課題解決 

 

＜「講座の内容」に関する感想や意見など＞ 

〇他校の実践を聞くことが出来て今後の参考になった。 

〇子どもが主語となる授業にするためにはどうすればよいか、交流を通して考えることが

できました。 

〇指導主事のお話から、今後の教育活動、指導の重点になるところや、目指す姿などを改め

て確認でき、今後研究を推進していく中で学校一丸となって取り組むことや、共通の意識

を持って指導に当たらなければならない点を今一度意識するとともに、次年度にむけた

見通しを持つことができました。グループ協議、他校との実践交流では、他校の具体的取

り組みや課題に対する手立てを知ることができて大変勉強になりました。 

〇他校の先生と情報を交換したり、ともに考えたりする時間があって勉強になりました。 

〇各校の取り組み状況を知ることができてよかった。 

〇国が学校教育を通して目指している子ども達の姿や，国語科における資質・能力，授業改

善にむけての具体例など，大変わかりやすく教えていただき勉強になりました。 

〇読みとる力をつけるにはどうしたらよいか考えていたのでタイムリーでした。 

〇講話の内容も大変参考になりましたが、交流、協議を通じて多くの学びを得ることができ

ました。 

〇受講者同士で取り組みの交流ができたのがよかった 

〇小中の系統性を再確認することができた。（小中高を一貫した学習指導要領を見直してい

きたいと思った） 

〇改めて言語活動の大切さを確認できた。また交流をしたことでファシリテーターの育成

が大切であることを知りました。今後学級や学校で取り組んでいきたいと思います。あり

がとうございました。 

〇取組の現状交流や課題が見えてきた点がよかったです。 

〇改めて大切な内容を詳しく聞くことができ勉強になりました。各校の取組を学ぶことが

でき良かったです。 

〇各校の実践を共有することができ良かったと思いました。 

〇主体的対話的深い学びとは、生徒 1 人 1 人が課題解決に向けてグループの中で自分の考

えをまとめて相手に伝える。また、他の生徒の考えを取り入れ交流して、その相互作用に

よって課題解決が深まっていくことだと再確認した。 

〇他校の先生方との交流によって、研修内容を深く考えることができた。 

●実践校の話をもっと伺いたかったです。 

●せっかくの貴重な学びの場だったので、もう少し指導主事からの解説の時間があるとよ

り良かった。 



 

＜日程について＞ 

〇参加しやすいです。 

〇登校日に日程を取りにくいので、仕方ないと思う。 

〇冬季休業日初日の午前中ということで，参加しやすかったです。 

〇冬休みが始まってすぐなので都合がつきやすい。 

〇休業初日なので動きやすいです。 

〇冬季休業スタート時の午前中ということもありちょうどよい時期であり、２時間も集中

力の持続という面で理想的でした。 

〇冬休みに入りすぐに設定していただけて参加しやすいと思いました。 

〇冬季休業に入ってすぐなので参加しやすい日程であった。 

〇学期終了直後だったので、研修のタイミングが良かった。 

〇説明、協議、発表の時間が丁度良かった。 

●冬季休業中でなくても良いと思いました。 

●トイレ休憩程度はあった方が嬉しかったです。 

●途中休憩がなくハードでした。 

△例年であればとてもよい日程だと思いますが、今年度はコロナの関係で登校日となり、参

加が叶わなかった方もいたかと思います。 

 

＜その他＞ 

〇大変参考になりました。ありがとうございました。 

〇他の学校の国語科の先生と交流する機会となり、よかったです。 

〇貴重な学びと交流の機会を下さり、ありがとうございました。本日得たことを自校に持ち

帰り、いかしていきます。 

〇ありがとうございました。 

〇自分個人のものとせず、学校全体に還元できればと思います。 

〇セミナーの中でも話題となりましたが、各校の実践、成果物の共有がより加速すればと思

います 

〇セミナーの時間配分がちょうどよいと感じました。 

〇話し合い活動の大切さを実感することができ、ＷＳのような場面がより大切だと感じた。

ありがとうございました。 

△可能でしたら，公務用の PC を持参して，主事のデータや緑苑台小の系統表などをその場

でシェアできると有り難いなと思いました。 

 



■受講者の感想・意見  講座名：ＩＣＴ活用 

 

＜「講座の内容」に関する感想や意見など＞ 

〇各校の実際が分かり、とても勉強になりました 

〇新しい取組等を知ることができて、有意義な時間となりました。 

〇授業にしぼった話し合いにはなりませんでしたが、他校の実践を聞けたので、大変参考に

なりました。 

〇新しいツールを教えてもらえたり、来年度以降の授業配信についての課題点交流ができ

たので、有意義な講習でした。 

〇双葉小の発表や主事の講話がためになりました。 

〇他校での実践を伺って、たいへん勉強になりました。 

〇石狩市の先生方のご実践や、ICT 活用における成果と課題を聞けたことが何より大きな

学びになりました。こうした話し合いをもとに、よりよい活用方法を模索し、石狩市とし

てどうあるべきを話し合える場は、大変貴重だと感じました。 

〇先進的な実践事例を多数聞くことができ、勉強になりました 

〇他の学校での ICT の活用方法を知ることができ、とても勉強になりました。 

〇他の学校の取り組みや新たな ICT 機器の活用法を知ることができました。 

〇他の学校の取組を知ることができ、特にタブレットドリルの活用や運用の方法が知れて

よかった。 

〇説明を聞く時間と交流の時間のバランスがよく参加しやすかった。教科ごとの交流もで

きるともっと良かったと思いました 

〇各学校の取組状況がわかってよかった。助言でこれからの課題や方向性がわかってよか

った。 

〇各校の取り組みを知ることができたので、ぜひ自校でも交流、実践をしていきたい。 

●音声の不具合は残念でした。もし可能ならどこかで配信していただけると助かります。他

の学校との交流を通して課題などを共有でき、大変良かったです 

●もっとより多くの学校の先生と交流できるようにしたほうが良いと思う。 

●各校の取り組みを協議するのは、ICT 担当者会議や、石教振の教育機器研究会でも行って

おり、内容がほとんど変わらないので ICT 担当者にとっては、必要無いと思います。ICT

担当者とそれ以外の人は、内容を分けるべきと思います。 

△各校の状況を知ることができ参考になった。学習 e ポータルやアプリなど、基本的な設定

は市で統一し、ユーザーの管理まで市(業者)で行っていただけると、学校の負担も軽減さ

れるのでお願いしたいです。学校の独自性は活用の幅を広げることにはなりますが、管理

面において負担がとても大きいです。 

 

 



 

＜日程について＞ 

〇参加しやすい日程、時間帯だった。 

〇冬季休業は時間が作りやすい。 

〇早い時期の方が参加しやすかった(予定が立てやすかった)。 

〇終了時刻が１５時半で、勤務時間内だった。 

〇参加しやすいです。 

〇長すぎずみじかすぎず良かった。 

〇休業初日であったので良かった。 

〇冬休み中なので丁度よかったと思います。 

〇長期休暇だからこそ参加しやすかったです。 

●学習会や部活動等で忙しい中の実施が個人的な負担になっています。 

●５分程度でも良いので、休憩があれば良かったと思います。 

 

＜その他＞ 

〇お忙しい中実践発表してくださった清水主幹教諭、前多教諭を始め、準備してくださった

市教委のみなさまに感謝いたします。ありがとうございました 

〇指導主事の話も大変参考になりました。今後もよろしくお願いします 

〇運営してくださり、ありがとうございました。 

〇運営おつかれさまでした。 

〇この度は、大変貴重なお時間をつくっていただきまして、ありがとうございました。今回、

他の先生方のお話を聞いて、ICT に対する取り組みに差があることや ICT の活用方法に

ばらつきがあることなどがよくわかりました。難しいことではあることを重々承知の上

ですが、ぜひ、この研修会で出てきた意見を吸い上げていただき、石狩市として、ICT を

有効に活用していける手段、方法をご検討していただけたらと思いました。他市町村とは、

異なる端末であることの良さをいかしながら、石狩市がある共通認識をもち、小中学校と

上手く連携していければ、もっと先に進めていけるのではと思いました。今後ともよろし

くお願いいたします。 

〇ありがとうございました 

〇運営お疲れ様でした。 

〇今年石狩に来ました。大変勉強になりました。ありがとうございました。 

●特に冬期は、天候や道路状況を考えて状況によってではなく、最初からオンライン実施に

した方が、良いと思います。 

●音声が聞き取りにくい場面があったので改善をお願いします。 

△来年度以降の授業配信の持ち方について、各学校と交流ができればよいと思います。 

 



■受講者の感想・意見  講座名：主体的な学びに向かうために 

 

＜「講座の内容」に関する感想や意見など＞ 

〇メタ認知、自己調整学習は、主体的な学びに直結する貴重な情報でした。ありがとうござ

います。 

〇月毎の学校経営プログラムで説明している内容と多くが重なっており、背中を押された

ような感じです。かつて取り組んでいた学びの共同体研究にも通じるものがあります。内

面的な動機づけを高めるためのヒントや自己調整を図ることができる学習者に育て上げ

るヒントをいただきました。私は最近、自立した学習者の育成という言葉をよく使います。

人としての自立が教育の目的なので、今回の講義を参考に、今後もブレずに取り組みたい

と思いました。 

〇「主体的・対話的で深い学び」を実現するために必要な要素について大変勉強になりまし

た。 

〇日頃なんとなく思っていたことを、心理学の観点から論理的に説明いただいてとても納

得できました。教育心理学を学び直してみたい、と思いました。ありがとうございました。 

〇具体的知識に関する説明と研究内容に関する説明の両方が聞けて、実践に役立つ内容で

した。 

〇自分の中で物事が分かる感覚を、「知の連結」と勝手に名付けていたことが、今日の研修

であらためて学術的な裏付けをしていただきました。私自身とても深く学ぶ事ができま

した。 

〇久しぶりに認知心理学の話を聞いて、楽しく興味深かったです。現場で生かしていきます。 

〇自分たちがやっていること、やろうとしていることが正しい方向であるという示唆をい

ただけました。 

〇新年度方針を作成する上で、ヒントになる言葉や考えをいただいた。  

〇今まで感覚的に感じていたことを言語化して私たちに教えていただいたことは、とても

感謝しています。自ら学び、自らの長所を捉え、自分に向いた将来を見つけるためには、

メタ認知は非常に大切だと思いました。自己調整学習は教師にもとても大切だと感じま

した。 

〇教頭として先生の講演を受けながら、生徒の力の育成と同時に先生の育成についても考

えることができました。 

〇深い学び実現のための指導観に関わる講義は、大変有意義でした。 

〇メタ認知を使い意味理解を促進する実践が興味深かったです。 

〇さまざまな学習活動を通じてメタ認知能力を高めて、主体的な学びにつなげ、更にメタ認

知を高める正のスパイラルを築くため、職員とともに努めていきたい。 

〇管理職として、教職員にメタ認知を意識した学習形態や考え方を示唆する事ができると

感じたので有意義でありました。ただ実際の小学生低学年にこのメタ認知の学習や授業



は厳しいとは感じました。 

〇演習は、深い理解とは何かを実感できるとても良い事例提供でした。 

〇よくでてくるキーワードがどんなことなのか、わかりやすく表現されていて理解しやす

かったです。 

〇本講座の内容は生徒の学習だけでなく、教職員の働き方にもつながると思いながら拝聴

していました。 

〇これからの学びを推進する上での貴重な考えを持つことができた。 

〇普段聞けない学術分野からの貴重な話が聞けて大変ためになった。 

〇メタ認知的指導の具体例を知ることができた。 

〇メタ認知を育てていくことが主体的な学びにつながっていくことが、とても理解できま

した。ありがとうございました。 

〇知識を教え込むだけでは、思考は、生まれないと思った。これまで学んだ知識を使って、

予想し、話し合い、まとめていく過程が大切だと感じた。 

〇本校では 24 日にメタ認知と評価について研修しました。今日の御講演でさらに深めるこ

とができました。本校の先生方はメタ認知について少し理解してくれているので、いただ

いた資料をもとにさらに研修を進めていきたいと思います。 

〇状況モデルによる理解授業レベルでは子どもの思考を可視化すること。職員とは面談（人

事評価シート）で共有すること。が必要で、効果的であるということを感じました。 

△学び手の視点からの授業構築に向けて大変参考になる話でした。管理職も勉強になりま

したが、一般の先生が参加できたらよかったと思いました。 

△メタ認知の重要性が理解できました。ワーキングメモリーを増やすためには特別なトレ

ーニングが必要なのか、学校の指導（教育課程）の中でできるものなのか、教えてくださ

い。 

 

＜日程について＞ 

〇対外的な動きもなく、講座の出席がしやすかった。 

〇2 名で学校を空けて出やすい 

〇学校が一段落しており落ち着いて参加できました。 

〇参加しやすい日時の設定だったと思います。 

〇年末に絞って行うのはいいと思います 

〇長期休業期間で時間が取れる。 

〇休みの初頭であり、時期的にちょうどよい。 

〇休みの期間なので参加しやすいです。 

●管理職が両方学校をあけるので留守番がいませんでした。 

●普段は休みが取りにくいので早い段階で 12 月 27 日に人間ドック受診を予約していまし

たが、日程を変更して受診することにしました。他の職員も普段取ることができない年休



などを連続して設定できるこの時期のセミナーの参加は難しい者も多いかもしれません。

4 月段階で計画するなど、年間計画に組み入れると良いのではないでしょうか。 

△冬季の開催は天気も不安定な時期でもあり、色々と配慮していただき助かりました。 今

後、グループ討議や演習のない研修会は、ハイブリット方式についてもご検討いただきた

い。 

△学習に関する講座は、次年度の方向性を示す参考となります。夏の研修であれば職員など

も一緒に研修できると、後期の改善につながると思います。 

 

 

＜その他＞ 

〇計画してくださった市教委の皆様、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

〇セミナーの設定、運営ありがとうございました。 

〇今後も今回のような本格的な講座が開設されると良いと思います。 

〇いつもいろいろありがとうございます。どうぞよいお年をお迎えください。 

〇ウインターセミナーを主催していただいた教育委員会の皆様、ありがとうございました 

〇現場の声を拾い上げ、実現して下さいました教育委員会の皆様に感謝します。 

〇大変勉強になりました。ありがとうございます。 

△コロナの感染が続く中、本校では児童はもちろん職員にも罹患者が多数出ています。本講

座は管理職 2 名の出席が求められておりますが、どちらか 1 名が会場へ、残り 1 名はリ

モート参加にし、校内での緊急時対応が可能にしてはいかがでしょうか。（今回、本校で

は、学校・学年閉鎖による欠時回復の為の補習授業を急遽中止する事態の中での参加とな

りました。） 
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令和５年石狩市「はたちのつどい」実施報告 

 

１．主催      石狩市・石狩市教育委員会 

２．期日      令和５年 １月８日（日）  

３．会場      石狩市花川北コミュニティセンター 

４．対象者数    ５１５名（男性２２９名、女性 ２８６名） 

（令和４年１１月１日現在の住民基本台帳登録データによる） 

５．参加者数    ３４３名 

６．参加割合    ６６．６％ 

※ 住民登録外の参加希望者（案内状送付希望等）４９名あり 

            ※ 各年の参加者数の推移 

             平成 31年   415名（ 〃   556名  〃  74.6％） 

             令和 2年    386名（ 〃   512名  〃  75.4％） 

             令和 3年    175名（ 〃   540名  〃  32.4％） 

             ※令和 3年はコロナの影響で延期し、令和 4年に 2年分開催した。 

             令和 4年    397名（ 〃   523名  〃  75.9％） 

７．当日の流れ   受付、ホール開場 

     石狩市ＰＲ動画、北海道日本ハムファイターズのお祝いメッセージ 

動画を放映 

事前説明（参加者向け） 

      オープニング（石狩朱華弁天） 

      開式の言葉（司会：新名恵子） 

      主催者挨拶（石狩市長 加藤龍幸） 

      来賓祝辞（石狩市議会議長 花田和彦 様） 

      祝電披露（衆議院議員 和田義明 様） 

※お名前のみ披露（参議院議員 鈴木宗男 様、参議院議員 船橋利実 様   

北海道選挙管理委員会委員長 様） 

      恩師からのメッセージ平成 29年度の各中学校 3年担任・副担任 18名が出演） 

      はたちの誓い（午前・午後 各 2名） 

午前 齋藤 佑馬 （さいとう ゆうま）さん 

獅子原 優衣 （ししはら ゆい）さん 

              午後 河野 琳悟 （こうの りんご）さん 

                 坂本 渚月 （さかもと なつき）さん 

       閉式の言葉 

８．協力      手話通訳者 奥井 一恵 氏（午前）、伊藤 日菜 氏（午後） 

          恩師からのメッセージ編集 飯塚 諒 氏（地域おこし協力隊） 

９．その他     新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、２部で開催した。 

教育委員は午前、午後各２名ずつ出席した。 
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はたちの誓い（午前の部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はたちの誓い（午後の部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恩師からのメッセージ 
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開場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


